
平成 17 年 №11 

東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程 

 

法人化に伴う形式的な改正のため，評議会には諮らず決裁により制定する。 



 

 東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成17年３月15日 

                  東京学芸大学長 

                    鷲 山 恭 彦 

 

 

平成 17 年規程第 14 号 

   東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程 

 

 東京学芸大学学位規程（昭和42年規程第14号）の一部について，別紙新旧対照表

の右欄を，左欄のように改正する。 

 



東京学芸大学学位規程の一部改正について 

 

改正理由：法人化に伴う規程等整備時の改正もれのため。 

改             正     現             行 

 
    〔省略〕 
 
 （修士課程の修了の議決） 

第１２条 教授会は，前条の報告に基づき，修士課程の修了の可否を議決する。 

２ 前項の議決において，修士課程の修了を可とする議決は，当該議決権を有す

る出席者の３分の２以上の賛成がなければ行うことができない。 
 
 
   〔省略〕 
 
 
   附 則 
 この規程は，平成17年３月15日から施行し，平成16年４月１日から適用する。 
 
 

 
   〔省略〕 
 
 （修士課程の修了の議決） 
第１２条 教授会は，前条の報告に基づき，修士課程の修了の可否を議決する。 
２ 前項の議決において，修士課程の修了を可とする議決は，出席委員の３分の２
以上の賛成がなければ行うことができない。 
 
 
   〔省略〕 
 

 


